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Abstract：
In this paper, outcome and challenge in collaborative action of community and university students are discussed. In Tsugi 
area, Hirogawa town, LIP （Local Internship Program） have been carried out for six years. Community and University 
students develop their collaborative action for community revitalization gradually in long term activities. The analysis 
reveals that collaborative action make various outcomes both in education for students and community revitalization. And 
they are caused by long term activities with mutual trust. Also, long term activities may cause some challenges. However, 







































人口 6,943 人（令和元年年 12月末現在）
面積 65.31k㎡








世帯数 291 1,235 977



























































参加学生数 延べ 69 名（1回生 24 名、2回生 20 名、3回生 16 名、
4回生 9名）
出所：筆者作成










































































































3．活動 3 年目（2016 年度）



















































4．活動 4 年目（2017 年度）













































































6．活動 6 年目（2019 年度）






















































































































































































































































































































































































































学』57 巻 4 号、日本社会福祉学会：97-108．
上野山裕士、永瀬節治（2017）「中大連携の効果とあり方に関する一
考察－伏虎中学校の閉校にかかる中学生と和歌山大学生との協働的
実践を事例に－」『観光学』第 17 号、和歌山大学観光学会：35-46
注
1 　LIP には、公募型（和歌山県内および大阪南部の市町村などの地
域から学生が地域再生や観光振興の現場を体験できるプログラムを公
募するもの）と、申請型（観光学部の専任教員が、地方公共団体な
どとの共同研究などを通じた連携のもとにプログラムを申請するもの）の 
2 つのタイプがある。
2　LIPを含めた地域と学生との協働的実践を進めるにあたって、地域
側、大学側双方の担当者が果たす役割とその重要性については別稿
において論じた（上野山 2017a）。
3　ツーギー谷のお花畑は、2018 年の台風被害や施設の老朽化一時
休止状態にあったが、和歌山県からの補助を受けて2020 年度より再
整備を行うこととなった。なお、その再整備には学生も参画予定である。
4　津木地区寄合会総会資料（2014 年度）によると、同寄合会は、
交流会、加工、花、薬草など、合計 10の部会により構成される。
5　市駅”グリーングリーン”プロジェクトとは、はまちに賑わいと憩いをも
たらす公共空間の可能性を、実際に多くの市民に体感してもらうことで、
和歌山市駅周辺のまちづくりの方向性を実証的に発信し、実現につな
げるための社会実験であり、「市駅まちづくり実行会議」における協議
に基づき、2015 年度より実施している。なお、筆者（永瀬）は、同
会議およびプロジェクトに研究室として参画している。
6　和歌山県内でグリーンツーリズム等に取り組む地域や団体が参加し、
来場する旅行会社と商談を行うとともに、同フロア別会場にて同時刻に
開催される「わかやま産品商談会 in大阪」への来場者に取り組みを
紹介する和歌山県主催のイベント。
7　なお、2020 年度より、公募型 LIPの実施に際しては2年以上の継
続（最大 5年間）を前提とした活動計画の立案を連携先に求めており、
期限を含めた活動上のゴールを明確化したうえで地域と学生が協働的
実践に取り組むことのできる環境が整備されつつある。
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